
令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
二
一
頁
（
号
外
第
二
一
五
号
）

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
二
月
二
十
七
日

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
二
十
丁
目
二
九
一
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
リ
ビ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ケ
ア

代
表
取
締
役

塩
野

隆

神
戸
市
灘
区
箕
岡
通
三
丁
目
三
番
一
六
号

（
乙
）
有
限
会
社
ト
ゥ
ル
ー
ス

代
表
取
締
役

塩
野

隆

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
及
び
丙
は
同
第
七
八
四
条

第
一
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併

を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
十
八
日

掲
載
頁

一
〇
五
頁
（
号
外
第
一
三
五
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
三
日

掲
載
頁

三
十
三
頁
（
号
外
第
一
五
二
号
）

（
丙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
二
月
二
十
七
日

山
形
県
米
沢
市
八
幡
原
一
丁
目
一
番
三
号

（
甲
）
フ
ジ
ク
ラ
電
装
株
式
会
社

代
表
取
締
役

星

公
彦

山
形
県
米
沢
市
八
幡
原
一
丁
目
一
番
三
号

（
乙
）
南
陽
ハ
ー
ネ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

歌
丸

順
也

山
形
県
米
沢
市
東
一
丁
目
一
〇
番
五
三
号

（
丙
）
米
沢
フ
タ
バ
サ
ー
ビ
ス
有
限
会
社

代
表
取
締
役

歌
丸

順
也

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

掲
載
頁

二
三
〇
頁
（
号
外
第
一
六
九
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

掲
載
頁

二
一
八
頁
（
号
外
第
一
六
九
号
）

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

掲
載
頁

二
四
〇
頁
（
号
外
第
一
六
九
号
）

令
和
八
年
二
月
二
十
七
日

埼
玉
県
川
口
市
川
口
二
丁
目
二
番
七
号

（
甲
）
株
式
会
社
川
金
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

鈴
木

信
吉

埼
玉
県
川
口
市
川
口
二
丁
目
二
番
七
号

（
乙
）
株
式
会
社
川
金
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

鈴
木

信
吉

埼
玉
県
川
口
市
川
口
二
丁
目
二
番
七
号

（
丙
）
株
式
会
社
川
金
金
融

代
表
取
締
役

鈴
木

信
吉

解
散
命
令
公
告

兵
庫
県
公
告

下
記
に
掲
げ
る
組
合
は
、
そ
の
代
表
権
を
有
す
る
者
が

欠
け
て
お
り
又
は
そ
の
所
在
が
知
れ
ず
、
中
小
企
業
等
協

同
組
合
法
第
106条

第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
解
散
命

令
の
要
旨
を
下
記
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
８
年
２
月
27
日
兵
庫
県
知
事
齋
藤
元
彦

記
命
令
の
要
旨

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
第
106条

第
２
項
の
規
定
に

基
づ
き
解
散
を
命
ず
る
。

名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

・
神
戸
建
設
関
連
事
業
協
同
組
合

兵
庫
県
尼
崎
市
南
城
内
145番

地
の
２

(教
示
)

１
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処

分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

３
箇
月
以
内
に
、
兵
庫
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
上
記
１
の
審
査
請
求
の
ほ

か
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
６
箇
月
以
内
に
、
兵
庫
県
を
被
告
と
し
て

（
訴
訟
に
お
い
て
兵
庫
県
を
代
表
す
る
者
は
兵
庫
県
知

事
と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
そ
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

６
箇
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
た
だ
し
、上
記
１
又
は
２
の
期
間
が
経
過
す
る
前
に
、

こ
の
処
分
（
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
審
査

請
求
に
対
す
る
裁
決
）
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
１
年
を
経
過
し
た
場
合
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
や
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
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